
　次回は11月に市政報告会を行います。第三回定例会

の議題や決算審査の状況、鶴見区の課題など1年半の

間で議会で見えてきたこともお伝えいたします。ぜひ

ご参加ください。平日夜と土曜午前の2回開催です。

・日時　①11/18(月)18:00～ ②11/30(土)9:45～　

・場所　フーガ1（SEIYU）鶴見公会堂会議室

・会費　無料（学生やお子様連れも歓迎です）

・申込方法

　①二次元コードから（フォーム）

　②FAXの場合は、氏名、住所、電

　　話番号を記載して送信ください

　③お電話でも受け付けます。

　9月10日から横浜市会の第三回定例会が始まり

ました。補正予算や契約に関する議案を審議する

と共に、昨年度決算の審査を行います。柏原は9

月18日に議案関連質問に立ちました。横浜市公園

条例の一部改正などの議案に対しての

質疑です。その内容と録画映像をHP

に掲載していますので、二次元コード

を読み取ってぜひご覧ください。

発行元：日本維新の会横浜市会議員団　柏原すぐる　横浜市中区本町6-50-10 議員室6階  TEL:050-3637-5722 / FAX:045-663-1501 / E-Mail: info@kashiwabara-suguru.com 

柏原すぐる 2024.10

横浜市会の議案関連質疑
で市長に問いました！
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柏原傑（かしわばらすぐる）
1985年生まれ、広島出身、鶴見区寺谷在住

妻と小学生2人、幼児の５人家族

公立小中高を経て、千葉大学工学部卒

民間企業を経て、2023年より横浜市会議員
脱炭素・GREEN×EXPO推進・みどり環境・資源

循環委員会 ／郊外部再生・活性化特別委員会　委員
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＼10月の質問予定はこちら／

9月18日本会議

議案関連質問の様子  

＼市政報告会開催のご案内／

視察はどこへ行ったの？
　今年度は下記の通り視察し、公式HPや会派のHP
で報告しています。事業運営上の課題など非公表情
報を得る機会を活かし政策提言に繋げて参ります。
常任委員会視察【7月8日～10日】
①JR九州グループの地球環境への取組（福岡市）
②到津の森公園におけるPark-PFI（北九州市）
③Ａ Ｉ による建設廃材等の自動選別（熊本市）
④熊本市のカーボンニュートラル実現に向けた取組
維新会派の視察【8月7日～9日】
①カーボンクレジット/資源と経済の循環（伊丹市）
②大阪・関西万博の現状と課題
③大阪市における分権型教育行政の取り組み
④大阪中ノ島美術館におけるPFI方式の運営
⑤大阪公立大学（市立と府立の統合）
⑥うめきた2期区域まちづくり（グラングリーン）
⑦京都市における観光施策
特別委員会視察【8月22日～23日】
①民間資金による鶴舞公園多目的
　グラウンド整備・運営事業（名古屋市）
②市立小中学校統廃合による御幸森
　小学校跡地活用事業（大阪市生野区）

　決算特別委員会の局別審査では
以下の通り質問に立ちます。
質問内容はHPで報告しています。

にぎわいスポーツ局：10月8日
下水道河川局：10月8日
市民局：10月17日
総務局・デジタル：10月17日
こども青少年局：10月21日

山中市長  
質問者or答弁者

議長or副議長

▼ 副市長や局長

三ツ池公園の木製デッキは直るの？
　今年度から3年かけて
滑り台に近い方から（青
→赤→黄）順に改修工事
が予定されています。予
算は約2億円。県管轄の
ことであっても、県議と
連携して対応しています

HPにいただいた問
合せに対応しました



第3回定例会は10月中旬まで。主に昨年度決算の審査

を行っています。11月末からは、給与改定議案や補

正予算、条例改正案、契約議案等を審議します。

今後の議会予定は？
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ご意見やご質問を随時受け付けており

ます。公式LINEの「問い合わせ」よ

りお願いいたします。

後期高齢者医療から考える
持続可能な社会保障制度

調査研究や政策の立案、提言のほか、市民の意見把

握などを経験したいという方はフォーム

よりお問い合わせください。原則、学生

を対象としています。

＼インターンシップの募集中／

今年度は横浜市会議員として神奈川県後期高齢者医療広

域連合議会の議員も務めます。今回は8月23日に定例会

がありましたので、医療制制度等の現状と課題について

ご報告します。

　広域連合は県内全33市町村が加入し、75歳以上の方々

の医療保険を運営しています。主な業務は被保険者の資

格管理、保険料の賦課、医療給付などです。令和6年度

の特別会計予算は約1兆1,309億円、被保険者数は約130

万人に上ります。

　収入のうち5割を税金である公費が、4割を組合健保等

の現役世代からの支援金が占めています。これは、下図

で示されるように日本の医療保険制度がこのような仕組

みで成り立っているからです。

　7～9月の3か月分の議員報酬から384,000円は能

登半島豪雨災害への支援を行う認定NPO法人AAR

Japanへ寄付いたしました。社会課題が山積する

中、時には不便や不利益を伴う変化や改革は避けら

れません。ゆえに、先頭に立つべき政治家、議員は

改革への覚悟を率先して示すべきとの考えから、議

員報酬削減の条例が成立するまで、議員報酬月額の

手取り2割相当額12.8万円を寄付しています。

　これからは高齢化の進展でさらなる医療給付費（支出）

の増加が見込まれる、つまり税負担や現役世代の保険料

負担が一層増えていきます。一方で、少子化や人口減少

の加速など社会構造の変化に対して、様々な制度改革が

追い付いておらず持続可能性が危ぶまれています。

　このような状況を踏まえ、日本維新の会では、医療の

デジタル化推進や医療資源の効率的活用、さらには窓口

負担を含めた制度の抜本的な見直しなど、持続可能な医

療制度の構築に向けた改革を提言しています。

今後も、世代を超えた安心できる制度の実現に向け、尽

力してまいります。

来年4月の公園禁煙化が決定
鶴見駅西口喫煙所も前進！？

　第三回定例会での議決により来年4月から市内全て

の公園おける禁煙化が決まりました。公園周辺部での

受動喫煙など他の問題が生じないよう引き続き提言に

努めます。また、昨年より議会で取り上げている鶴見

駅西口の受動喫煙問題は、閉鎖型喫煙所を含む新たな

喫煙所への転換など検討が進む兆しもあります。引き

続き、粘り強く抜本的な対策を求めていきます。

【公約報告】被災地への寄付


